


　日本を代表する繁華街、東京・銀座のクラブでも団体受検が行われました。そのど真ん中の６丁目にあるクラ

ブ「桜本」では、同店の呼びかけで、従業員やその家族、友人のクラブ経営者ら１７人が２級、３級を受検しました。

　同店での受検はこれで２回目。世話人で自らも受検した共同経営者の男性は「言葉一つでお客さまは愉快になっ

たり、不愉快になったりもする。こういう時代なので、自分も含めてきちっと磨いた日本語でお客様に接するこ

とができるきっかけにしたい」とコメント。

　また、昨年３級に合格し、今回２級に挑戦した女性は「お客さまに勧められたのがきっかけ。おもしろかった

ので過去問題も解いた。できるだけ上の級を目指したい」と意欲を示していました。

　開始前は、リラックスムードでしたが、開始の合図とともに店内の雰囲気は一転。ピーンと張りつめた緊張感

が漂いました。

「磨いた日本語でお客様に接したい」
銀座のクラブで団体受検

　韓国ではソウル、釜山、大邱など韓国９都市１

４会場で行われ、大学生らが５級から３級に挑戦

しました。

　ソウルの城西中学校の会場で３級を受検した大

学１年生の男性（２０）は「日本語を勉強して６

年目だが、やればやるほど難しい。頑張って、日

本語を使える仕事に就きたい」。同じく３級を受け

た女性（２７）は「出版関係の仕事で８割ぐらい

は日本語を使っているが、慣用句や四字熟語が難

しかった」と語りました。

　韓国の日本語学習人口は推定９０万人といわれ

ます。今回の検定を実施したＹＢＭ社の尹徳善部長は「大学入試や就職のためのほか、日本のアニメや音楽が好

きになり、日本語を学び始める人も多い」と話していました。

ソウルなど９都市で実施 
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